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◆
遠
藤
周
作
関
連
本

　
﹃
遠
藤
周
作 

神
に
問
い
か
け
つ
づ
け
る
旅
﹄

 

菅
野
昭
正
編

　

著
者　

�

菅
野
昭
正
、
加
賀
乙
彦
、
持
田
叙

子
、
富
岡
幸
一
郎
、
高
橋
千
劒
破
、

福
田
耕
介

�

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

�

定
価　

２
７
０
０
円
＋
税

　

昨
年
、
世
田
谷
文
学
館
で
行
わ
れ
た
連
続

講
座
の
遠
藤
論
を
11
月
30
日
に
発
行
。

　
﹃
テ
レ
ー
ズ･

デ
ス
ケ
ル
ー
﹄

　

著
者　

フ
ラ
ン
ソ
ワ･

モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク

　

訳　
　

福
田
耕
介
（
解
説
）

�

上
智
大
学
出
版

�

定
価　

１
４
０
０
円
＋
税

　

モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
の
没
後
50
年
を
機
に
、
新

邦
訳
と
し
て
刊
行
。

◆
特
別
講
座
︵
リ
モ
ー
ト
＆
教
室
受
講
︶

　

遠
藤
周
作
﹃
影
に
対
し
て
﹄
を
読
む

解　

説　

加
藤
宗
哉

朗　

読　

亀
岡
園
子

日　

時　

12
月
12
日
（
土
）
13
時
半
～
15
時

会　

場　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

※�

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
・
教
室
受
講
が
選
択
可

能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
す
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
を
ご
希
望
の
方
】

	

12
月
２
日
ま
で
電
話
（

 

０
３
・
3
3
4

4
・
1
9
4
5
）
で
予
約
で
き
ま
す
。
そ
の

際
、
以
下
の
こ
と
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

①
周
作
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
あ
る
こ
と
（
自

己
申
告
）
②
お
名
前
、
ご
住
所
、
電
話
番

号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
。
折
り
返
し
コ
ン
ビ

ニ
振
込
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

周
作
ク
ラ
ブ
会
員
限
定
の
申
込
方
法

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
81
号

�

２
０
２
０
年
11
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

亀
岡　

園
子

■
編
集
部　

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、

高
木
香
織
、
南
紀
洋
子
、
清
水
優
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

�

　

Ｅ
メ
ー
ル　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

編
集
後
記

▼
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス
が
、
世
界
中
で
猛
威
を

ふ
る
っ
て
い
ま
す
。
持
病
の
あ
る
高
齢
者
は
、

罹
患
す
る
と
命
に
か
か
わ
る
の
で
気
を
付
け
る

よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
場
所
は
大

病
院
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
と
は
い
え
小
生
、
癌
治
療
の
た
め
定
期
的
に

大
病
院
に
通
っ
て
お
り
ま
す
。
一
体
ど
う
す
り
ゃ

い
い
ん
だ
、
と
い
い
た
く
な
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
で
、「
コ
ロ
ナ
」
は
、皆
既
日
食
の
と
き
、

太
陽
の
ま
わ
り
に
見
え
る
真
珠
色
の
淡
い
冠
状

の
光
の
こ
と
で
す
。
少
年
の
こ
ろ
、
初
め
て
コ

ロ
ナ
を
見
て
感
激
し
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
コ
ロ
ナ
を
ウ
イ
ル
ス
の
名
に
冠
し
た

の
は
、
ど
う
い
う
訳
な
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
巻
頭
の
遠
藤
龍
之
介
さ
ん
が
語
る
父
遠
藤
周

作
へ
の
思
い
、
心
に
沁
み
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
度
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
じ
っ
く
り
と
、

色
々
な
こ
と
を
お
聞
き
し
た
い
で
す
ね
。
そ
れ

に
し
て
も
小
生
が
遠
藤
先
生
の
お
宅
へ
お
伺
い

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、
ま
だ
高
校
生
だ
っ

た
龍
之
介
さ
ん
が
今
や
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
社
長
で

す
。
小
生
は
傘
寿
間
近
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ

に
光
陰
矢
の
ご
と
し
で
す
ね
。
皆
様
よ
い
お
年

を
。�

（
劔
）

【
教
室
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
】

　

残
席
が
あ
る
限
り
、
当
日
ま
で
電
話
で
申

込
可
能
（
ご
入
金
は
窓
口
に
て
）。

受
講
料　

�

周
作
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
は
、
朝
日

カ
ル
チ
ャ
ー
会
員
と
同
じ
３
，４
１�

０
円
（
通
常
は
４
，５
１
０
円
・

共
に
税
込
）。

※�

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿
（
新
宿
区

西
新
宿
２
の
６
の
１　

新
宿
住
友
ビ
ル
10

階
。最
寄
り
駅
は
都
営
大
江
戸
線「
都
庁
前
」

駅
、も
し
く
は
Ｊ
Ｒ「
新
宿
」駅
西
口
）

　

―
♢

―
♢

―
♢

―

✤﹁
周
作
ク
ラ
ブ
﹂
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大
歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
３
，０
０
０
円
。
入
会
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。年
４
回
発
行
の「
会
報
」が
送
ら
れ

る
ほ
か
、会
が
主
催
す
る「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」や

遠
藤
作
品
の
足
跡
を
訪
ね
る「
遠
藤
文
学
・
原

点
の
旅
」へ
参
加
で
き
ま
す
。
新
年
会
、
各
種

懇
親
会
へ
の
ご
案
内
も
お
送
り
し
ま
す
。
下

記「
周
作
ク
ラ
ブ
」ま
で
、ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
ご
案
内
の

資
料
と
会
費
の
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
ク
ラ
ブ
で
は
昨
年
よ
り
財
政
健

全
化
の
た
め
の
「
協
力
金
」
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
一
口
１
，０
０
０
円
で
、
何
口
で
も

結
構
で
す
。ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
２
０
２
１

　

新
年
の
福
引
︵
全
会
員
対
象
︶

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
を

考
慮
し
、
今
年
の
新
年
会
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
代
り
と
し
て
、
全
会
員
を

対
象
と
し
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
「
新
年
の

福
引
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

幹
事
＆
委
員
会
で
抽
選
を
行
な
い
、
遠

藤
周
作
の
新
刊
『
影
に
対
し
て
』
新
潮
社

（
遠
藤
先
生
直
筆
原
稿
の
コ
ピ
ー
付
き
）

を
10
冊
、
遠
藤
文
学
館
図
録
を
10
冊
、
お

贈
り
し
ま
す
。
発
送
は
１
月
末
か
ら
２
月

初
め
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
次
号
会
報
に

て
、
当
選
者
は
あ
ら
た
め
て
発
表
し
ま
す
。

『影に対して』新潮社

H
andbook on Christian Literature in Japan 

日
本
キ
リ
ス
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教
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

�
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共
編
）

　

２
０
２
１
年
秋
・
冬
、
あ
る
い
は
２
０
２
２
年
春　

M
H
M
出
版
局
よ
り
出
版
の
予
定

　

内
容
は
以
下
の
通
り

①
北
村
透
谷　

②
芥
川
龍
之
介　

②
有
島
武
郎　

④
島
崎
藤
村　
　

⑤
太
宰
治

⑥
遠
藤
周
作　

⑦
加
賀
乙
彦　
　

⑧
堀
辰
雄　
　

⑨
三
浦
綾
子　
　

⑩
椎
名
麟
三

⑪
永
井
隆　
　

⑫
島
尾
敏
雄　
　

⑬
曽
野
綾
子　

⑭
高
橋
た
か
子　

⑮
安
岡
章
太
郎

⑯
小
川
国
夫　

⑰
八
木
重
吉

　

使
用
言
語
は
英
語
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
日
本
語
版
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

執
筆
者
の
う
ち
、
今
井
真
理
氏
（
加
賀
乙
彦
論
）
と
山
根
道
公
氏
（
八
木
重
吉
論
）
は
周
作
ク
ラ

ブ
会
員
で
す
。

お
知
ら
せ


